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               子会社の解散に関するお知らせ 

 

  当社は、本日開催の取締役会において、概ね平成 22 年 12 月頃を目途に下記の子会社を解散し、将来的 

にリース事業から撤退することを決定しましたので、お知らせいたします。 

 

1. 会社の概要 

 

   ①会社名         アイケイリースアンドインシュアランス株式会社 

   ②本店所在地       大阪市中央区南船場 1丁目 15 番 14 号 

   ③代表者名        代表取締役 田村興章 

   ④事業の内容       リース業 

   ⑤設立年月        昭和 48 年 10 月 

   ⑥資本金         50 百万円 

   ⑦大株主及び持分比率   稲畑産業株式会社 100％ 

   ⑧最近 3年間の業績 

                                         （単位：百万円） 

 平成 17 年 12 月期 平成 18 年 12 月期 平成 19 年 12 月期（予想）

売上高     ５，４６５     ４，２４８      ３，３９５ 

経常利益       ２１７        ５３        △ ８ 

当期純利益  △  １，４９１     △ ７０６       △ ９６８ 

総資産額    １２，５４６     ８，０６９      ４，０００ 

純資産額       １３９     △ ５６８    △ １，５４０ 
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2. 解散の理由 

 

 リース業界における競争が激化するなか、同社は他社との料率競争に巻き込まれるのを避けるという方針のも

と、料率水準を維持してまいりましたが、新規契約件数の減少傾向が続く等、厳しい経営環境が続いておりまし

た。そうしたなか、平成 17 年以降、不良債権が相次いで発生したため、同社の業績と財務内容は著しく悪化い

たしました。 

同社の業績と財務内容の悪化という状況に加え、当社としましては、シナジー効果に重点を置いた事業の再構

築、さらには連結ベースでの有利子負債の圧縮という経営方針を踏まえ、また将来的な金利上昇リスクの回避等 

を総合的に検討した結果、今後はリース事業を徐々に縮小し、平成 22 年 12 月頃を目途に同社を解散することに

決定したものであります。 

  

3. 解散の日程（予定） 

 

 現時点での想定としましては、平成 22 年 12 月頃を目途に同社を解散し、清算手続に入る予定であります。今

後約 3年間において、債権の回収業務に同社の経営資源を集中する方針であります。また清算を予定している平

成22年12月の時点で残ったリース債権について、当社に債権譲渡を行い、当社にて回収を図る方針であります。 

 

4. 連結業績に与える影響 

 

  同社の平成 19 年 12 月期決算において、回収が困難と想定される取引先に対する引当金の繰入額が約 760 百 

 万円発生する見通しであります。これに伴い、当社の平成 20 年 3 月期の連結決算上も同額の特別損失が発生 

 する見通しでありますが、既に大半は中間決算および通期業績予想には織り込み済みであります。一方で、同 

社の清算を前提に、当社の平成 20 年 3 月期の連結決算上約 200 百万円の減損損失が別途発生する見通しであ 

ります。この減損損失発生を踏まえ、改めて平成 20 年 3 月期の連結業績見通しを現在見直し中であり、確定 

次第公表する予定であります。 
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